
　　　＜日本臨床心理学会第２０期　第六回運営委員会議事録＞

平成２５年４月２０日（土）13時15分～19時15分・19時45分～21時10分
　　　　　　　２１日（日）10時10分～12時5分・12時45分～17時5分
於：大阪女子大学同窓会斐文会分室（大阪市淀川区）

出席者：
２０日：栗原・酒木・佐藤・實川・菅野・鈴木・高島・田中・戸田・藤本（16時50分～）　　　　
２１日：栗原・酒木・佐藤・實川・菅野・鈴木・高島・田中・戸田・藤本　
欠席者：２０日：谷奥
　　　　２１日：谷奥
議決権行使書：無し
委任状：（宛先）：谷奥（佐藤）
　　　　議場委任：藤本（不在20日13時15分～16時50分：議場委任）
陪席者：三島（大連国際大会担当・第２１期選挙管理委員）
議長：酒木
書記：戸田
発言者記録簿担当：三島・高島（20日）、戸田（21日）
録音管理担当：高島
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
　
第一号議案　総会（次期役員選出）期日・場所決定《20日16時25分～19時15分》
開催日程：1日：25年８月10日（土）　
於：関西
会場：候補：大阪駅前第2ビル大阪市立大サテライト・芦屋市市民センター会議室
　　　　　　KOKOプラザ・その他の何れかから、
　　　　　　料金とアクセスを勘案して、事務局長が決定。
　　　　　　50人上限の収容人数の会場を探す。
議事の公示：6月10日までに公示（公示方法は議題二決定ルールに従う）　　　　　　
6月12日の所信表明締切・6月15日の小運営委員会後7月10日までをめどに総会資料集の中
に、所信表明を含め会員に知らせる。
この作業工程および選挙公示の訂正について、選挙管理委員に依頼する。

第二号議案　総会 に合わせての企画案《20日19時45分～20時50分》
総会との同時開催は行わない。（丙案（藤本案）に決定。事務総会（丁寧な総括討論を含
む。））
総会時程は、11時～17時とする。（藤本提案を、酒木議長が承認。特に異議なく決定。）
以下に提出の企画二案（甲・乙案）とも、重要な課題として今後取り組む。
　甲）佐藤案：原発問題に関する講演会を開催する。
　乙）戸田案：向精神薬多剤投与･誤診投与による等薬害被害者とその家族の声を聞く講演
会･座談会等を開催する。



他に、以下の丁案が出た。
丁）菅野案：2日（事務総会・総会併催企画）の開催（期日は8月10日・11日）

第三号議案　HP維持管理の業者委託および運営委員会担当者の人選
《20日14時13分～15時30分》
業者委託への方向で進める。
運営委員会担当者として、管理責任者を酒木運営委員長が務める。
管理責任者は、ログインID及びパスワードを管理する。
見積担当責任者は田中委員とする。
見積委託先は、Studio-Eとする。
見積のための調査および業務委託までの移行期間におけるHPの更新・維持等は、田中委員
が担当し、鈴木委員が情報提供等の補佐を行う。

第四号議案   精神保健従事者団体懇談会(精従懇)の情報の共有と対処について
《20日15時32分～16時10分》　　《21日16時20分～16時40分》
担当者から毎回の議事に関わる内容報告を行う。
運営委員ならびに監事は、全ての情報を共有できるようにする。
出席方法は、担当者1名が参加し、これに希望する運営委員1名を加えることができる。
参加予定：
   6月  1日（土）：鈴木・藤本
   7月27日（土）：鈴木・藤本
   9月28日（土）：實川参加・他未定
 11月23日（祝）：フォーラム（自費参加）：栗原

第五号議案　会計担当者の選任《20日16時10分～16時25分》
高田信子会員に委託

   第五号付帯議案　業務委託契約書（今後汎用を考え「約款」）の策定
   時給労働契約書を元に契約書を作成する。守秘義務事項を加える。
   時給は、1000円とする。

第六号議案　本年度決算業務について《20日16時10分～16時25分》
高田会員と事務局長で担当する。

第七号議案　＜第四回運営委員会第三号議案（注）付帯議案から移行＞
                虚偽を含む報告（二件）の問題点と今後の再発防止について

   第七号付帯議案　事実関係解明のための、第三者委員会の設立と２５年度予算に於ける    
関連支出費目の制定
   （注：第四回運営委員会第三号議案 運営委員会執行状況の会員への情報公開（既決））
《議事予定時間終了のため、本第七号議案および付帯議案は継続審議となった。》
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。



弐）　議題

議題一　大連国際大会内容詳細の確認（渡航関係）《20日1５時30分～16時10分》
プログラムは変更なし。内容詳細は、宋副学長との協議の上決定。
渡航費用：MLでの三島提案を承認。
ツアー：設定しない。個別に対応。
予稿集を発行する。宋かん[日偏に含]氏に翻訳をお願いする。
参加費用：
・大会参加費：会員3,000円・非会員4,000円・学生/家族/ユーザー2,000円
・食費：総額３,600円
・宿泊費：一泊3,100円
・懇親会費：3,400円

議題二　HPが本学会の第一義の会員への告知・社会への広報手段であることの確認
《21日12時55分～14時6分》
「会員への告知は、基本的にメールで行い、メール告知ができない場合、郵送で伝達する。
同時にHPに掲載し、閲覧を促す。告知日は郵送の翌日とする。」
以上の決定文案に対しての可否採決を取ったところ、多数でこれが決定した。
多数で決定。（反対：酒木･戸田、賛成：他9名（委任状１））
注記）後のML稟議により、上記の文章表現の不備が見つかった。すなわち、反対２票は、
当該「」内文章への意志表明であった。したがって採決結果の記載をここに記すことは議場
の事実を反映していない。この事情を改めて確認した上で、本議事録上の記録として残す。 
１ 議題二は、決議案の趣きが徹底していなかったと認められるので、採決を無効とする。 
２ 審議の流れから、次の内容が大方の合意であったと考えられるので、この（会議後の本
メーリングリスト内容確認・検討会議の）場において、改めて決議とする。以下。 
　会員への告知は電子メールを主に用い、これが適しない会員には郵送で伝達し、詳細は
ホームページに掲示する。 ホームページへの掲示、メール送信、郵送が完了した日を以
て、告示日とする。 なお、ホームページへの掲示はメール送信、郵送の完了を待つことな
く、できるだけ速やかに行なう。

議題三　役員選出に伴う準備作業の確認（公示の徹底のための刊行物送付日程選定）          　　　　　　　　　　　　　　　　　
《21日14時６分～15時20分》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
修正議題（栗原提題）：大連国際大会および総会までの作業工程・担当者の確認。個人発表
原稿については、酒木大会準備委員長の査読に一任する。　　　　　　　　　　　　　
「（仮）総会議案書」の名称は、「第49回定期総会資料集」とする。　　　　　　　　　
内容には、２０期運営委員会活動総括（委員長が執筆して運営委で承認されたもの）、決
算・予算と監査報告、会則改訂を含む諸議案のほか、以下を含める。　　　　　　　　　　
１）20期運営委員会の総括（各運営委員が執筆）：田中委員が集約　　　　　　　　　　　
文字数：任意（藤本委員からの図表等貼付要求により当初の3000字を２）に同じく改訂）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
書式：任意（メール・ＦＡＸ・郵送等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２）辞任理由（辞任20期運営委員が執筆）：戸田が依頼・集約　　　　　　　　　　　　　



文字数：任意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
書式：任意　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
締切：5月末日厳守

議題四　メールアドレス未・非登録会員緊急電話連絡担当割り当てと告知内容・様式の確認
《21日13時20分～14時》

採決：電話連絡は行わない。理由：非常時であれ運営委員は過重責務を引き受ける要なし。
電話連絡賛成：3名（酒木・實川・戸田）
反対：他8名（他運営委員：委任状１）
保留：無

議題五　総会議事のルール確認  《21日11時15分～12時5分》
・議長団構成員：議長・副議長・書記（全て会員・非運営委員）
　非会員は採決の際には、議場の内または外の一定領域に移動してもらう（慣例）。
・議長団の決定：運営委員が分担して個人的に依頼。「引き受け可」の情報を事務局長が集
約し、委員長（事務局長）から当該会員に依頼する。
・書記の議決権は有る。
・副議長の議決権は有る。
・議場での議案提出ルール等、会則解釈のあり方：書面で議長に提出（動議も同様）。
・付則、内規の策定等の確認：以上を「総会議事進行申し合わせ」とし、ＭＬで流す。

議題六　運営委員の辞任手続き（ルール）の検討 《20日13時20分～14時5分》
本日までに辞任の意志を表明した6名の運営委員については、本運営委員会を以て辞任を確
認した。
6名の元運営委員には、辞任の理由を文書で提出頂くようにお願いする。
辞任の理由は、総会で公表する。
今期残期においては、事務局長が運営副委員長の責務を代行する。
辞任・解任手続きの会則改定案を、次回総会において提案する。

議題七　メーリングリスト運用ルール策定中間（作業進捗状況）報告と今後の工程
《21日16時15分～20分・35分～40分》
目加田案修正實川案（2012.2.23付）および栗原委員のＭＬ（＃2007）上での報告（叩き
台案）を参照。4名の委員でまず検討し、引き続きＭＬ上で原案を提示する。

議題八　１９期MLリスト閲覧･管掌責務の必要性の確認  《21日16時40分～17時5分》
菅野委員から回収資料を回覧し、検討。
《会議時間終了のため、継続審議となった。》

議題九　会則改定案(實川案)の総会議事提出に関わる合意確認《21日16時30分～35分》
文言の表現等を、ML上で検討する。



。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。
各部局からの報告《21日10時10分～11時15分》
・事務局報告（年度末会員状況・学会資産報告）
・委員長報告（心理研修センター・寄付等）に引き続き「研修・寄付」に関わる検討。
寄付は、本学会として1口。意見は申し立てる。
ＨＰで、署名の呼びかけを掲示する。「署名を集めています。」と記す。

※次回運営委員会の期日：大連国際大会・定期総会準備委員会として開催
《21日15時25分～15時58分》
   関西（西日本）委員会（酒木・佐藤・實川・田中・戸田･谷奥）：6月9日（日）
   6月9日の関西委員会の意見を集約し、東京にて準備委員会：6月15日(土)
   出席方法：関西地域からは代表者２名（運営委員長・事務局長）が出席。　　　　　
                                                                                                    　以上  
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

注記および会員のみなさまへのお願い：

　以上の議事録は、4月20日・21日の議場にてプロジェクタ掲示し出席者立ち会いの下で
作成された草稿に、書記戸田の文責において、録音記録を一部参照し、文体・形式を整え、
4月22日に運営委員会メーリングリストに、初稿として提出しました。これを元に、５月
31日締切までの約40日間をかけ、メーリングリスト上にて提出された推敲・意見その他を
反映・修正（文字別色で示す）して作成したものです。

　当議事録についてのご質問とご意見等は、文書にて事務局にお寄せくださいませ。

　なお、本学会HPおよびメール配信・郵送文書に関する事案につきましては、お電話にて
は即時に十全なご回答を致しかねる場合がございます。お問い合わせのご趣旨を正確に記録
に残すことも期し、お電話にてお問い合わせの場合には、原則として改めて文書にてお寄せ
いただくようにお願い申し上げております。
　宜しくご承知賜りますれば幸いに存じます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書記：事務局長戸田游晏　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2013/06/03


